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呼吸器疾患の愁訴は，ホスピタリストが最もよく遭遇する問題の1つで
す。さらに，超高齢社会を迎えた現在，呼吸器疾患合併患者や呼吸機能
低下患者が増加し，ホスピタリストにもその対応が求められています。
呼吸器疾患は感染症，炎症，自己免疫疾患，腫瘍，血管病変，さらには
職業性疾患など幅広い領域にまたがっており，ジェネラリストにとってま
さにやり甲斐のあるテーマともいえるでしょう。
国内ではまだ呼吸器専門医は少なく，その分，ホスピタリストに期待

される呼吸器領域の診療能力は大きいものと考えられます。専門医のい
ない病院では，呼吸器疾患を診療する場合，まだ診断がついておらず，
かつ緊急・重症で一般病棟に入院する可能性もあります。その際，ホス
ピタリストは診断，検査，緊急治療を担い，必要であればすぐに専門家
にコンサルトする，そのタイミングを見極めなければなりません。このた
めには，良質なレビューやエビデンスをもとに，各トピックにおける重要
なポイントを整理しつつ，日本のガイドラインや臨床の実際・問題点につ
いてもあらかじめ理解しておくことが重要です。
好評の「呼吸器疾患1」の続編として，本特集では下記のトピックを扱

います。非専門医のジェネラリストとして知っておくべき知識に加え，専
門家の思考プロセスを知り，明日からの臨床に役立つ実践的な内容を目
指します。
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シービーアール……104※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

責任編集の井口先生が「はじめに」で「師の受け
売り」をご紹介されています。Parkinson 症候群
のなかで，最も治療薬の恩恵を受けるのが Par-
kinson 病であり，「この病気は治らないけれど，
薬が近視の私にとっての眼鏡みたいな役割をして
くれます」と患者さんにご説明されているとのこ
と。コミュニケーションのとり方のみならず，病
気との歩み方にまで思いを至らせる，多くの含み
がある言葉だと感じました。さて本特集は噛み応
え満点の論稿がそろい，たっぷり堪能していただ
けると思いますが，足元を固められるであろう格
好の書籍のご紹介です。「医師として知らなけれ
ば恥ずかしい50の臨床研究」第三弾，「神経編」が
4 月に刊行されます。「知らなければ恥ずかしい」
かどうかはさておき，知っておくベき臨床治療研
究をコンパクトに整理し，手元に置くことができ
ます。最後に，ついに今春「総合内科病棟マニュ
アル」を刊行いたします。編集は最終段階を迎え
ております。これ以降はマニュアル不要！の意味
を込めて，編集陣でのスローガンは「人類最後の
マニュアル」でした。総合内科の病棟マネジメン
トを掌中に収まるサイズで網羅（少しはみ出るか
もしれませんが）！大いにご期待ください。
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